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［2面］情報公開と個人情報保護 平成24年度実施状況報告、特別区民税・都民税の平日夜間電話相談を実施

［3面］生活保護制度の基準が変更 ［4面］熱中症にご注意を！ ［7面］都営住宅の入居者募集

今号の
主な内容

内
覧
会
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
︑
内
覧
会
を

開
催
し
ま
す
︒
そ
の
他
︑
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
記
念
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
︒
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
ビ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
�
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

﹇
内
覧
会
の
概
要
﹈

▢時
�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
～

31

�
時
︵
入
館
は
午
後
�
時

分
ま
で
︶

30

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽

�
︱

︱

�
︶
ホ
ー
ル
棟
︑
ロ
ビ
ー
︑

11

研
修
室
等
の
研
修
棟
︵
�
・
	
階
を

除
く
︶
▢内
自
由
見
学
︵
す
べ
て
の

ス
ペ
ー
ス
で
飲
食
不
可
︒
出
入
り
は

正
面
階
段
側
の
み
︶
※
来
場
者
全
員

に
記
念
の
う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
︒

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
仮
事
務

所

☎
(
�
�
�
	
)
	
	
�
�

※
�
月
�
日
︵
木
︶
以
降

☎
(
�
	
�
�
)
�
�
�
�

内
部
設
備
改
修
や
サ
ブ
・
レ
ク

ホ
ー
ル
を
新
設

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
が
�
月
�

日
︵
木
︶
︑
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
︒

年
の
節
目
と
な
る
今
回
の
大
規

30
模
改
修
は
︑
外
壁
改
修
や
空
調
・
給

排
水
な
ど
の
内
部
設
備
改
修
に
加
え

て
︑
よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
次
の
よ
う
な
改
善
を
実
施

し
ま
し
た
︒

○
サ
ブ
・
レ
ク
ホ
ー
ル
の
新
設

�
階
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
地
に
多
目
的

に
使
え
る
施
設
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
︒

○
ホ
ー
ル
棟
が
快
適
な
空
間
に

前
後
の
客
席
間
の
距
離
を
広
げ
︑

木
材
を
使
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
客
席

を
採
用
し
︑
天
井
部
材
は
︑
耐
震
性

能
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
︒
客
席
段
差

部
分
の
滑
り
止
め
は
︑
安
全
性
・
機

能
性
を
考
慮
し
︑
光
の
反
射
を
抑
え

た
も
の
と
し
ま
し
た
︒

○
衛
生
面
の
向
上

す
べ
て
の
洋
式
ト
イ
レ
に
温
水
洗

浄
便
座
を
設
置
し
ま

し
た
︒

○
給
湯
室
に
Ｉ
Ｈ
機

器
を安

全
性
を
考
慮
し
︑

給
湯
室
の
ガ
ス
コ
ン

ロ
を
Ｉ
Ｈ
機
器
に
︑

給
湯
器
を
電
気
式
に

変
更
し
ま
し
た
︒

○
遮
音
性
を
高
め
た

ド
ア会

議
室
等
の
ド
ア

を
︑
遮
音
性
の
高
い

ド
ア
に
変
え
ま
し
た
︒

▲サブ・レクホールの壁には可動式の鏡を設置し、
ダンス等にご利用いただけます

第31回を迎えた江東花火大会。今年も

約4,000発の花火が夏の夜空を彩ります。

荒川に浮かべた台船から次々に打ち上げ

られる迫力満点の花火をお楽しみくださ

い。※ごみの持ち帰りにご協力ください。

▢時 8／1(木)19：30(打ち上げ19：40)〜20：
30※小雨決行(雨天・荒天の場合は、翌

日に順延。3日まで開催不能の場合は中

止) ▢場 荒川・砂町水辺公園(葛西橋南

側)［主催］江東花火大会実行委員会［後

援］江東区、東京都、東京商工会議所江東

支部 ▢問 地域振興課区民交流係☎3647-

4963

［地下鉄］東西線南砂町駅下

車徒歩15分

［都バス］JR亀戸駅・都営新

宿線東大島駅から｢亀24｣で

葛西橋(終点)下車徒歩3分、

東陽町駅から｢亀21｣で東砂

6丁目下車徒歩6分、清澄・

白河方面から｢秋26｣で東砂

6丁目下車徒歩6分

［交通規制］17：00(土手通り

は14：00)〜21：30まで車両

通行止め。周辺に駐車場は

ありません。※交通規制区

域にお住まいの方で、規制

時間内に車両を利用される

方は警察署での通行許可証

の発行が必要です。
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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

(注)非開示のＢ欄は、実施機関が対象文書を保有していない場合の文書不存在によ
る非開示件数

平成24年度情報公開個人情報保護制度の実施状況 平成25年3／31現在

件件件件件件

開示

件

開示可否の決定件数

請求件数区分
取下げ

一部
開示

非開示
計

1604,7854,986情報公開件数合計

11092012761110自己情報開示等請求

―4,634―――4,6344,634情報提供(任意開示)

74,979322

BA

7345322160151352
公文書開示請求
(義務的開示)

この数字は、東日本大震災の際、

都内の超高層建物の最上階で長周

期地震動により揺れた時間です。

長周期地震動は、長い周期でゆ

っくり繰り返す揺れで、短い周期

の揺れに比べて、揺れが収まりに

くく、震源地から遠くまで伝わり

ます。また、地震の震度が大きけ

れば大きいとも限らず、震度が小

さくても大きい場合もあります。

高い建物の高層階が家具類の転倒

・落下・移動の被害を受けやすい

特徴があります。

▢問 防災課災害
対策係☎3647-

9587

区
で
は
︑
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
に
︑
平

日
夜
間
臨
時
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
︒

日
中
の
来
庁
や
電
話
が
困
難
な
場

合
に
は
︑
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒税

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
︑

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ば
か
り
で
は

な
く
︑
財
産
の
差
押
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
︒
納
付
が
困
難

な
場
合
は
︑
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
金
︶
・

日
︵
月
︶

26

29

～

日
︵
水
︶
︑
�
月
�
日
︵
月
︶
・

31
�
日
︵
火
︶
午
後
�
時
～
�
時

▢問
納
税
課
徴
収
係

☎
(
	
�


�
)


�
�
	

め
の
駐
輪
場
所
の
確
保
や
従
業
者

が
駐
輪
場
所
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
※
詳
し
く
は
東
京
都
青
少
年
・
治
安

対
策
本
部
交
通
安
全
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

自
転
車
の
傘
差
し
運
転
や
携
帯
電

話
・
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使

用
︑
並
ん
で
走
行
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
︒
違
反
し
た
場
合
罰

則
が
科
さ
れ
る
ほ
か
︑
交
通
事
故
を

お
こ
す
と
莫
大
な
損
害
賠
償
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

自
転
車
走
行
中
は
必
ず
安
全
確
認

を
し
︑
歩
行
者
を
優
先
す
る
な
ど
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
︑
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
︒

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
	
�


�
)


�
�



自
転
車
対
策
係

☎
(
	
�


�
)


�
�



教
え
る
な
ど
し
て
︑技
能
・
知
識
を

習
得
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
安
全
基
準
に
適
合
す
る
自
転
車
を

利
用
し
︑
自
転
車
の
点
検
整
備
を

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

○
自
転
車
事
故
に
備
え
て
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
へ
加
入
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

事
業
者
の
責
務
の
概
要

○
自
転
車
の
駐
車
需
要
を
生
じ
さ
せ

る
事
業
者
は
︑
顧
客
︑
従
業
者
等

の
駐
輪
場
の
確
保
︑
駐
輪
場
の
利

用
啓
発
等
を
行
う
努
力
義
務
が
あ

り
ま
す

○
自
転
車
通
勤
を
す
る
従
業
者
の
た

自
転
車
は
環
境
負
荷
が
な
く
︑
健

康
増
進
に
も
役
立
つ
交
通
手
段
で
あ

り
︑
通
学
や
通
勤
︑
買
い
物
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
︒
し
か
し
︑
自
転
車
に
関
連
す
る

事
故
の
多
発
︑
自
転
車
利
用
者
に
よ

る
危
険
な
運
転
と
い
っ
た
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
違
反
︑
ま
た
︑
歩
行
者

等
の
妨
げ
と
な
る
自
転
車
の
放
置
等

が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

そ
こ
で
︑
交
通
ル
ー
ル
の
習
得
や

点
検
整
備
の
実
施
と
い
っ
た
自
転
車

利
用
者
が
守
る
べ
き
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
︑
行
政
︑
事
業
者
︑

家
庭
と
い
っ
た
関
係
者
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
て
︑
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
を
社
会
全
体
で
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
こ
の
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
︒

自
転
車
利
用
者
等
の
責
務
の
概
要

自
転
車
利
用
者
は
安
全
で
適
正
に

自
転
車
を
利
用
す
る
努
力
義
務
が
あ

り
ま
す
︒

○
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
に

必
要
な
技
能
・
知
識
を
習
得
し
ま

し
ょ
う
︒
ま
た

歳
未
満
の
子
を

18

持
つ
保
護
者
は
︑
交
通
ル
ー
ル
を

例
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
～

28

�
時

▢場
産
業
会
館
︵
東
陽


︱

�

︱

︶
第
�
会
議
室

▢人
区
内
に
事

18
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
の
経
営
者

ま
た
は
従
業
員

人
︵
申
込
順
︶

20

▢費
無
料

▢師
佐
藤
康
二
︵
中
小
企

業
診
断
士
︶

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
ま

25

た
は
︑
フ
ァ
ク
ス
に
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
を
記
入
し
経
済
課
産
業

振
興
係
へ
☎
︵
	
�


�
︶
�
	
	
�

℻

(
	
�


�
)
�




�

経
営
基
盤
の
強
化
︑
積
極
的
な
事

業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
区
内
中

小
企
業
者
の
方
を
対
象
に
経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒

﹁
自
社
・
自
店
の
強
み
は
何
か
？
﹂

そ
れ
を
求
め
て
い
る
お
客
様
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
て
い
ま
す
か
？
い
く
ら
す

ば
ら
し
い
商
品
で
も
気
づ
い
て
も
ら

え
な
け
れ
ば
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

今
回
は
中
小
企
業
支
援
の
専
門
家

が
︑
小
さ
い
会
社
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
自
社
の
魅
力
を
再
構
築
す
る
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
多
数
の
事

○
利
用
目
的
を
明
確
に
し
た
個
人
情

報
の
適
正
な
収
集

○
個
人
情
報
の
漏
え
い
︑
改
ざ
ん
︑

滅
失
そ
の
他
の
事
故
防
止
の
た
め

の
必
要
な
措
置

○
目
的
外
利
用
や
外
部
提
供
の
原
則

禁
止

○
個
人
情
報
に
関
す
る
業
務
登
録
と

フ
ァ
イ
ル
登
録

○
個
人
情
報
に
係
る
業
務
処
理
を
外

部
へ
委
託
す
る
場
合
等
の
外
部
委

員
に
よ
る
意
見
聴
取

○
職
員
や
受
託
業
務
従
事
者
等
へ
の

罰
則
適
用

自
己
情
報
開
示
等
請
求
の

実
施
状
況

自
己
情
報
の
開
示
請
求
件
数
は
�

�
�
件
あ
り
︑
主
な
も
の
は
︑
福
祉

部
の
保
有
す
る
介
護
保
険
認
定
関
係

書
類
が

件
︑
そ
の
他
区
民
部
が
保

36

有
す
る
印
鑑
登
録
︑
住
民
票
︑
戸
籍
︑

税
証
明
関
係
書
類
が

件
で
し
た
︒

42

自
己
情
報
の
訂
正
︑
削
除
お
よ
び

利
用
停
止
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
︒

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

こ
れ
ら
の
請
求
・
決
定
状
況
の
詳

細
は
︑
区
役
所
本
庁
舎
内
�
階
こ
う

と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
﹁
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
﹂
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

ま
た
︑
区
の
長
期
計
画
そ
の
他
重
要

な
基
本
計
画
︑
予
算
書
︑
決
算
書
︑

区
議
会
本
会
議
録
︑
入
札
経
過
調
書

等
の
区
政
資
料
が
閲
覧
で
き
る
ほ
か
︑

複
写
機
︵
有
料
︶
と
閲
覧
用
の
パ
ソ

コ
ン
︵
無
料
︶
を
設
置
し
て
い
ま
す
︒

情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
窓
口

各
制
度
の
利
用
請
求
の
受
け
付
け

は
︑
情
報
公
開
個
人
情
報
保
護
窓
口

の
ほ
か
︑
各
課
で
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

▢問
広
報
広
聴
課
情
報
公
開
個
人
情

報
保
護
担
当☎

(
	
�


�
)


�
�
�

件
︑
監
査
委
員
が


件
︑
選
挙
管
理

委
員
会
が
�
件
で
し
た
︒

情
報
提
供
申
出
︵
任
意
的
公
開
︶

の
主
な
も
の
と
し
て
は
︑
都
市
整
備

部
が
保
有
す
る
建
築
計
画
概
要
書
︑

都
市
計
画
決
定
図
書
の
関
係
文
書
等

が


︑
�
�
�
件
︑
保
健
所
の
保
有

す
る
食
品
衛
生
等
の
関
係
文
書
等
が

	
�
�
件
で
し
た
︒

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
は
︑
区
民
の

皆
さ
ん
に
︑
区
が
保
有
す
る
自
分
の

情
報
の
開
示
︑
訂
正
︑
削
除
お
よ
び

利
用
停
止
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

し
︑
一
方
︑
区
に
は
︑
個
人
情
報
を

適
正
に
取
り
扱
う
た
め
︑
次
の
よ
う

な
ル
ー
ル
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
︒

情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
︑
区
が
保
有
す

る
行
政
情
報
の
内
容
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑
皆
さ
ん
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
︑
公
正
で
開
か

れ
た
区
政
運
営
を
保
障
し
て
い
く
た

め
の
制
度
で
︑
次
の
	
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
︒

○
開
示
請
求
制
度

江
東
区
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
開

示
請
求
権
に
対
す
る
義
務
的
な
も
の

○
情
報
提
供
制
度

条
例
上
の
請
求
と
は
異
な
り
︑
申
出

を
受
け
て
区
が
任
意
に
情
報
を
提
供

す
る
も
の

○
情
報
公
表
制
度

請
求
や
申
出
を
前
提
と
せ
ず
に
区
が

義
務
的
に
情
報
を
公
表
す
る
も
の

情
報
公
開
の
実
施
状
況

平
成

年
度
の
公
文
書
の
開
示
請

24

求
︵
申
出
︶
件
数
は
︑
延
べ


︑


�

�
件
で
し
た
︒
こ
の
う
ち
開
示
請
求

︵
義
務
的
開
示
︶
に
よ
る
も
の
が
	

�
�
件
︑
残
り


︑
�
	


件
は
情

報
提
供
申
出
︵
任
意
的
公
開
︶
に
よ

る
も
の
で
す
︒

開
示
請
求
︵
義
務
的
開
示
︶
の
実

施
機
関
別
内
訳
は
︑
区
長
の
事
務
に

関
す
る
も
の
が
�
�
�
件
で
︑
そ
の

う
ち
都
市
整
備
部
ま
た
は
土
木
部
が

保
有
す
る
土
木
・
建
設
関
係
文
書
に

つ
い
て
開
示
を
求
め
る
も
の
が
計
�

�
�
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
実
施
機
関
別
内
訳
は
︑

教
育
委
員
会
が

件
︑
区
議
会
が

40

20

300秒
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▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

生
活
保
護
は
︑
国
の
決
め
た
保
護

基
準
︵
最
低
生
活
費
︶
と
そ
の
世
帯

の
収
入
を
比
較
し
て
︑
収
入
が
保
護

基
準
を
下
回
る
場
合
に
︑
不
足
す
る

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

今
回
︑
保
護
基
準
が
改
正
さ
れ
︑

�
月
分
の
生
活
保
護
費
か
ら
新
し
い

基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
︒
生
活
保
護

の
�
種
類
の
扶
助
の
う
ち
生
活
扶
助

の
基
準
は
︑
①
年
齢
・
世
帯
人
員
・

地
域
差
に
よ
る
影
響
を
調
整
す
る
︑

②
前
回
見
直
し
︵
平
成

年
︶
以
降

20

の
客
観
的
経
済
指
標
で
あ
る
物
価
の

動
向
を
勘
案
す
る
︑
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
こ
れ
に
伴
う
激
変
緩
和
措

置
と
し
て
︑
平
成

年
度
か
ら
�
年

25

間
を
か
け
て
段
階
的
に
実
施
す
る
こ

と
︑
旧
基
準
と
の
増
減
幅
は
±

％
10

を
限
度
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
︒
こ
の
ほ
か
に
も
加
算
や
一

時
扶
助
費
の
変
更
︑
就
労
収
入
に
対

す
る
各
種
控
除
制
度
の
見
直
し
等
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
︒
詳
し
く
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階
24

番
︶
☎︵
�
�
�
	
︶
�


�



保
護
第
二
課
︵
大
島
�
︱

	
︱



総
合
区
民
セ
ン
タ
ー


階
︶

☎
(
�
�
�


)
�


�



電
子
証
明
書
の
発
行
申
請
の

受
付
を
停
止

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
都
道

府
県
認
証
局
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
︑
認
証
局
と
の
通
信
が
必
要
と
な

る
次
の
申
請
は
︑


月

日
︵
月
︶︑

29

日
︵
火
︶
の
両
日
︑
受
付
が
で
き

30ま
せ
ん
︒

○
電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
申
請

○
電
子
証
明
書
の
失
効
申
請

な
お
︑
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド
変
更
・
初
期
化
・
ロ
ッ
ク
解
除
の

申
請
は
通
常
通
り
受
付
し
ま
す
︒

公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
が
停
止

す
で
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
︑

公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
︑
オ
ン
ラ
イ

ン
窓
口
を
利
用
し
た
次
の
手
続
き
が
︑



月

日
︵
金
︶
か
ら

日
︵
火
︶
ま

26

30

で
で
き
な
く
な
り
ま
す
︒

○
電
子
証
明
書
の
有
効
性
確
認

○
電
子
証
明
書
の
失
効
申
請

詳
細
は
︑
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

︵

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
︶

HPご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
︑
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
区
民
課
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
担
当

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

区
で
は
︑
区
内
�
地
点
に
一
般
環

境
大
気
測
定
局
を
設
置
し
︑
大
気
中

の
汚
染
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
︒

平
成

年
度
の
調
査
結
果
で
は
︑

24

二
酸
化
窒
素
︵
Ｎ
Ｏ
�

︶
は
︑
全
測
定

局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
︒

平
均
濃
度
は
�
・
�
�
�
ｐ
ｐ
ｍ
で
︑

年
々
減
少
傾
向
を
示
し
︑
着
実
に
改

善
し
て
い
ま
す
︒

浮
遊
粒
子
状
物
質
︵
Ｓ
Ｐ
Ｍ
︶
は
︑

全
測
定
局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
︑

平
均
濃
度
は
�
・
�
�
�
㎎
／
㎥
で
︑

ゆ
る
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
年
々
減

少
傾
向
を
示
し
︑
改
善
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
二
酸
化
硫
黄
︵
Ｓ
Ｏ
�

︶
も

環
境
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
︒
一
方
︑

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と
な
る
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
︵
Ｏ
Ｘ

︶
は
︑
東

区
で
は
︑
区
内
で
永
年
に
わ
た
り

同
一
の
業
種
に
従
事
し
︑
優
秀
な
技

能
・
技
術
を
有
す
る
方
な
ど
を
対
象

に
表
彰
を
し
て
い
ま
す
︒

表
彰
さ
れ
た
方
は
︑
産
業
会
館
常

設
展
示
場
︵
東
陽
�
︱

	
︱

︶
の

18

優
秀
技
能
者
コ
ー
ナ
ー
で
︑


年
間

パ
ネ
ル
等
で
ご
紹
介
し
ま
す
︒

﹇
表
彰
対
象
者
﹈

次
の
要
件
を
満
た
す
方
︒
な
お
︑

職
歴
や
年
齢
に
関
係
な
く
︑
業
種
に

お
け
る
全
国
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
修
め
た
方
を
表
彰
す
る
特
別
表

彰
制
度
も
あ
り
ま
す
︒

○

歳
以
上
で
同
一
業
種
に

年
以

40

20

上
従
事
し
︑
現
在
も
そ
の
職
に
従

事
し
て
い
る
こ
と

○
卓
越
し
た
技
能
・
技
術
を
有
し
︑

後
進
の
指
導
育
成
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
こ
と

﹇
表
彰
対
象
業
種
﹈

お
お
む
ね
全
て
の
業
種
を
対
象

﹇
表
彰
者
の
決
定
﹈

審
査
委
員
会
に
諮
り
決
定

﹇
表
彰
式
﹈

平
成

年


月

日
︵
金
︶

26

31

﹇
受
付
期
間
﹈

�
月


日
︵
木
︶
～

日
︵
金
︶

30

﹇
推
薦
方
法
﹈

職
種
団
体
ま
た
は
同
業
者
	
人
の

連
名
に
よ
る
推
薦
が
必
要
で
す
︒
経

済
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶
に
あ
る

29

所
定
の
推
薦
調
書
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
可
︶
に
記
入
し
︑
経
済

課
産
業
振
興
係
へ

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�


)
�
�
�
�

京
都
や
他
区
と
同
様
︑
環
境
基
準
を

達
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒

環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

区
で
は
二
酸
化
窒
素
の
濃
度
が
高

く
な
る
冬
期
を
中
心
に
自
動
車
使
用

の
抑
制
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
の
啓
発
等
の
自
動
車
排
ガ
ス
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

大
気
汚
染
物
質
の
排
出
を
少
し
で

も
減
ら
し
︑
江
東
区
の
大
気
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
︑
一
人
ひ
と
り
が

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
︑
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

○
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
︑
な

る
べ
く
自
動
車
を
使
わ
な
い

○
自
動
車
を
利
用
す
る
場
合
で
も
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
実

践
し
︑
低
公
害
車
を
使
用
す
る

○
ご
み
の
量
を
減
ら
し
︑
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
︑
む
だ
づ
か

い
を
し
な
い

○
大
気
汚
染
物
質
が
発
生
す
る
小
型

焼
却
炉
は
使
用
し
な
い

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�


)
�


�
�

こ
の
事
業
で
は
︑
未
就
職
の
若
者

を
対
象
に
︑﹁
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
研
修
﹂

を
実
施
し
︑
求
人
の
あ
る
区
内
中
小

企
業
で
﹁
就
労
実
習
﹂
を
行
い
︑
正

規
社
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
︒
就
労
実
習
︵
就
職
希

望
︶
企
業
に
つ
い
て
は
︑
マ
ッ
チ
ン

グ
交
流
会
や
面
接
会
を
通
し
︑
よ
り

若
者
に
あ
っ
た
企
業
を
選
定
で
き
ま

す
︒
研
修
・
実
習
期
間
中
は
︑
区
が

事
業
運
営
を
委
託
す
る
企
業
へ
契
約

社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
︑
給
与
︵
15

万
円
程
度
︶
を
支
給
し
ま
す
︒

▢人
学
校
教
育
法
で
定
め
る
高
等
学

校
︑
大
学
︑
高
等
専
門
学
校
︑
ま
た

は
専
修
学
校
を
卒
業
後
お
お
む
ね
	

年
以
内
の
方
で
︑
現
在
正
規
雇
用
に

つ
い
て
い
な
い

歳
以
下
の
区
民

29

人
程
度
︵
面
接
の
う
え
選
考
︶

30

詳
細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
委
託
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

﹇
研
修
・
就
労
実
習
期
間
﹈
�
月
～
平

成

年


月
︵
予
定
︶

26

﹇
委
託
事
業
者
﹈︵
株
︶
パ
ソ
ナ

﹇
説
明
会
お
よ
び
面
接
会
﹈
�
月
�
日

︵
金
︶
・
�
日
︵
火
)・
�
日
︵
木
︶

・

日
︵
月
︶︒

日
以
降
も
実
習
生

12

12

の
募
集
説
明
会
を
実
施
す
る
予
定
で

す
︒
時
間
等
は
︑
申
し
込
み
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽

�
︱

︱

�
︶

11
▢申


月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
で

25

㈱
パ
ソ
ナ
こ
う
と
う
若
者
就
職
応
援

事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�


	



▢問
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�



こ
れ
ま
で
︑
協
賛
店
や
地
域
の
プ

チ
情
報
を
発
信
し
て
い
た
﹁
さ
ざ
ん

か
通
信
﹂
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
︒
Ａ
	
判
冊
子
で
︑
取
材
等
に
よ

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
内
容
や
お
得
な
特

典
を
盛
り
込
み
ま
し
た
︒
さ
ざ
ん
か

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
︒
ま
た
︑
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
の
気
に
な
る
情
報
等
を
﹁
走
れ
！

江
東
ミ
リ
ョ
ク
発
掘
隊
︵

▢
h
ttp
:

HP

/
/
w
w
w
.k
o
to
-m
iry
o
k
u
.jp
/︶﹂

で
発
信
し
て
い
ま
す
︒

﹇
配
布
場
所
﹈さ
ざ
ん
か
協
賛
店
︑
経

済
課
︵
区
役
所
�
階
︶︑
こ
う
と
う

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
区
役
所
�

階
︶︑
出
張
所
︑
区
内
都
営
地
下
鉄



駅
ほ
か

▢問
経
済
課
商
業
振
興
係

☎
(
�
�
�


)
�
	
�
�

◀
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
持
ち
運
び
も
便
利
に
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